
平成２１年度に開催する主な関連会合（予定） 
 
 
１．アジア太平洋地域における生物多様性観測のネットワーク化のための国際ワーク

ショップ 

 日程：平成２１年７月２１-２２日 

 場所：名古屋市（野依記念学術交流館 他） 

 主催：環境省、GEO-BON（地球観測グループ生物多様性観測ネットワーク）日本委

員会、名古屋大学 

概要：アジア太平洋地域の専門家により生物多様性観測のネットワーク化とデータ

の統合化に向けた具体的方策と COP10 に向けたアウトプットを含む基本戦

略案を検討する。 

 

２．国際 SATOYAMA イニシアティブ構想に関する有識者会合 

『生物多様性と持続可能性』（準備会合①） 

 日程：平成２１年７月２５日 

 場所：東京 青山（国連大学本部エリザベスローズホール） 
 主催：環境省、国連大学、国連環境計画、生物多様性条約事務局 
概要：国内外の専門家により「生物多様性と持続可能性」という視点から、「国際

SATOYAMA イニシアティブ」のコンセプトを練り上げる。 
 
３．生物多様性アジアユース会議 in 愛知 2009 
 日程：平成２１年８月３-５日 
 場所：愛知県名古屋市（ウィルあいち） 
 主催：環境省、共催：愛知県 など 
概要：COP10 にむけ、アジアの青年の交流と生物多様性に関する意識の向

上等を目指したユース会議を開催する。  
 
４．国際 SATOYAMA イニシアティブ アジア地域ワークショップ（準備会合②） 
 日程：平成２１年１０月１－３日 
 場所：マレーシア 
 主催：環境省、国連大学、国連環境計画、生物多様性条約事務局 
概要：アジア地域の二次的自然域における生態系サービスの利用と管理方法につい

て、共通点や相違点を整理しつつ、国際 SATOYAMA イニシアティブの枠組み

の構築に貢献する。 
 
５．生物多様性国内対話 
 日程：平成２１年秋頃 
 開催地：全国４カ所程度  
 主催：環境省 
概要：生物多様性保全に関する国内関係者の対話を促進するための会合を全国４カ

所程度において開催する。 
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６．生物多様性国際対話 
 日程：平成２１年１０月１５-１６日(予定) 
 場所：神戸市 
 概要：ポスト２０１０年目標、ビジネスと生物多様性など COP10 にむけた主なト

ピックについて、国内外の多様な主体の対話を促進するための国際会合を開催

する。 
 
７．ポスト 2010 年目標アジア地域ワークショップ 
 日程：平成２１年１１月下旬又は１２月上旬 
 場所：未定 
 主催：環境省、共催：生物多様性条約事務局 
概要：ポスト 2010 年目標に関し、アジア地域各国の政府関係者の意見交換を行う。 

 
８．アジア太平洋生物多様性観測ネットワーク・イニシアティブ（AP-BON）COP10

プレ・コンファレンス準備会合 
日程：平成２１年１２月１０－１１日 
場所：東京 
主催：環境省、J-BON 
概要：アジア太平洋地域生物多様性観測ネットワーク化推進と平成２２年３月に開

催予定の AP-BON COP10 プレ・コンファレンスの準備のための会合。 
 
９．東・東南アジア生物多様性情報イニシアティブ（ESABII）政府間会合  

日程：平成２１年１２月１２－１４日 
場所：東京 
主催：環境省 
概要：東・東南アジア地域において生物多様性の保全と持続可能な利用に係る施策

に必要な生物多様性情報の整備及び分類学能力向上のための戦略について

関係国間での合意を目指す。 
 
１０．国際 SATOYAMA イニシアティブ 国際ワークショップ（準備会合③） 
 日程：平成２２年１月下旬 
 場所：（未定） 
 主催：環境省、国連大学、国連環境計画、生物多様性条約事務局（見込み） 
概要：世界各地域からの参加のもとに、自然資源管理モデルの内容や国際的な枠組

みによる展開方策について議論し、５月に開催予定の SBSTTA への提言を

取りまとめる。 
 
１１．AP-BON COP10 プレ・コンファレンス 

日程：平成２２年３月２２-２４日 
場所：未定  
主催：環境省、J-BON  
概要：AP-BON 推進のための戦略の合意と具体的作業計画の検討。COP10 に向け

た成果物の発表。 


